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本
市
が
目
指
す
コ
ン
パ
ク
ト

　
　

シ
テ
ィ
と
い
う
概
念
に
も
合

致
し
、
現
在
の
協
同
病
院
か
ら

東
南
方
向
に
直
線
で
約
800
ｍ
に
位

置
す
る
プ
ロ
パ
ス
ト
跡
地
へ
協
同

病
院
を
誘
致
す
る
の
は
い
か
が
か
。

厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
厚

生
連
）
は
、
用
地
面
積
と
し
て

10
万
㎡
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
内
の
多
く
の
面
積
を
占
め
る

駐
車
場
を
３
階
に
す
る
な
ど
、
施

設
を
高
層
に
す
れ
ば
プ
ロ
パ
ス
ト

跡
地
約
５
万
１
千
㎡
で
も
十
分
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
真
鍋
地
区

と
駅
に
も
近
く
、
霞
ヶ
浦
や
筑
波

山
を
眺
望
で
き
、
そ
の
上
温
泉
を

活
用
し
た
温
泉
治
療
等
も
で
き
る

特
徴
あ
る
病
院
に
な
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

協
同
病
院
移
転
新
築
候
補
地

　
　

に
つ
い
て
は
、
本
市
か
ら
提

案
し
て
い
る
真
鍋
地
区
が
本
市
の

進
め
て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、
ま

た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

　
　

小
児
用
肺
炎
球
菌
や
子
宮
頸

　
　

が
ん
、
細
菌
性
髄
膜
炎
等
の

病
気
か
ら
女
性
や
子
ど
も
を
守
る

予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
任
意
の
た

め
全
額
自
己
負
担
が
原
則
で
あ
る

が
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
公
費
助
成
に
取
り
組
む
自
治

体
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
厚
生

労
働
省
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
本
市
に
お
い
て
も
来
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
っ
て
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
等
、
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン

　
　

で
予
防
で
き
る
唯
一
の
が
ん

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
国
的
に

接
種
費
用
の
助
成
を
実
施
す
る
市

町
村
が
増
え
て
い
る
。
国
に
お
い

て
は
、
2011
年
度
予
算
の
概
算
要
求

に
お
い
て
、
特
別
枠
と
し
て
子
宮

頸
が
ん
予
防
の
た
め
の
費
用
約
150

億
円
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
国
の
動
き
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
対
応
で
き
る
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。
ま
た
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
に
つ
い
て
は
、
費
用
助
成

を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
こ

ち
ら
も
国
の
動
き
を
見
極
め
な
が

ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。
な
お
、

６
月
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
補
助
の
ご
質
問

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
後
国

に
対
し
て
補
助
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
「
環
境
配
慮
契
約
」
に
関
す
る

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

・
「
平
和
基
金
」
の
創
設
に
つ
い

　

て

　
　

こ
こ
数
年
で
多
く
の
地
方
自

　
　

治
体
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

一
貫
教
育
が
導
入
さ
れ
始
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
平
成
18
年
12

月
に
教
育
基
本
法
の
改
正
、
平
成

19
年
６
月
に
は
学
校
教
育
法
の
改

正
を
受
け
、
平
成
20
年
３
月
の
新

学
習
指
導
要
領
に
は
、
生
徒
の
人

間
と
し
て
の
調
和
の
と
れ
た
教
育

を
目
指
す
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
て
、

小
学
校
教
育
と
中
学
校
教
育
の
連

続
性
の
確
保
を
重
視
し
、
発
育
段

階
に
応
じ
た
指
導
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
市
の
小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

平
成
20
年
度
か
ら
、
学
校
教

　
　

育
法
規
則
第
55
条
の
２
の
規

定
に
基
づ
い
て
教
育
課
程
を
編
成

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
教
育
課
程

特
例
校
の
指
定
に
係
る
申
請
手
続

き
だ
け
で
、
小
中
一
貫
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
国

に
お
け
る
教
育
制
度
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
現
行
の
義
務
教
育
六
・

三
制
は
依
然
と
し
て
見
直
し
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
教
育
の
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
基
本
は
従
来
型
で

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご

質
問
の
小
中
一
貫
教
育
は
、
あ
く

ま
で
も
義
務
教
育
六
・
三
制
の
弾

力
的
な
運
用
と
い
う
範
囲
を
忘
れ

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
う
し

た
中
、
本
市
で
は
２
年
前
か
ら
小

中
一
貫
教
育
の
勉
強
会
を
立
ち
上

げ
、
真
鍋
小
学
校
と
土
浦
第
二
中

学
校
で
そ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
。
具
体
的
に
は
、
毎
週
木
曜

日
に
教
務
主
任
同
士
に
よ
る
学
校

行
事
の
調
整
等
の
情
報
交
換
会
を

始
め
、
教
員
同
士
に
よ
る
授
業
参

観
、
二
中
教
員
に
よ
る
真
鍋
小
児

童
へ
の
教
科
の
指
導
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
小
中
一
貫
教

育
の
専
門
家
で
あ
る
筑
波
大
学
大

学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
准
教

授
を
招
き
、
「
小
中
連
携
の
意
義

と
課
題
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
合

同
学
習
会
を
夏
休
み
に
行
っ
て
い

る
。
以
上
が
本
市
の
取
り
組
み
状

況
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
土
浦
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
係

　

る
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て

保
健
福

祉
部
長

教
育
長

質
問

吉田千鶴子議員

小
児
用
肺
炎
球
菌
、
子
宮
頸

が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ

い
て

質
問

安藤真理子議員

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

質
問

古沢喜幸　議員

プ
ロ
パ
ス
ト
の
跡
地
に
協
同

病
院
の
誘
致
を

市
長

真鍋小学校真鍋小学校


